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　本校では、道徳教育の柱の一つを生命尊重とし、飼育し
ているうさぎの世話を毎年４年生が行っています。卒業す
るまでには、全児童が必ず世話を担当することになりま
す。
　汚れた飼育小屋の掃除は想像以上に大変で、初めは小屋
の中に入ることに戸惑う子どももいます。しかし、毎年行
われる「動物ふれあい教室」で動物の気持ちを学ぶと、思
いやりの心をもって接するようになり、どの子もうさぎに
「こっちにおいで。」「待ってて、掃除するからね。」な
どと優しく声をかけながら、熱心に世話をするようになり
ます。えさやりを忘れることは一日もありません。
　小さな５羽の命を大切に育てることを通して、命の尊さ
を感じるとともに、責任をもって仕事をする大切さも学ん
でいます。

学　校
特集号
　西東京市の子どもたちが、のびのびと健やかに成長していけるよう、市立小・中学校では、さまざまな
特色ある体験活動に取り組んでまいりました。各学校での取組と児童・生徒のいきいきとした姿をご紹介
します。
　教育委員会では、さらに充実した学びの場を提供できるよう、これからも全力で取り組んでまいりま
す。保護者や地域の皆様のご支援、ご協力をよろしくお願いします。
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　本校では、文化的行事として３年に１回、展覧
会を実施しています。昨年11月に「ようこそ　子
どもの世界へ！」をスローガンに、工夫を凝らし
た個人の平面や立体の作品、５・６年生家庭科作
品、学年共同作品を展示発表しました。
　３年生は、子どもたち自身がモデルになり、不
思議な形の帽子やカラフルな洋服を着てファッ
ションショーをしました。また、６年生が共同制
作をしたビニールアニマル（大きな象）の鼻か
ら、うまくパラシュートや風船が飛び出すと歓声
が上がっていました。すごろくやビー玉迷路など
遊べる作品も多く、他学年から「楽しい！」とい
う声が聞こえると、６年生はとてもうれしそうで
した。遊び場所もあり、楽しく、活動的な展覧会
を終えることができました。

展覧会
「ようこそ 子どもの世界へ！」

栄小学校

６年生制作「ビニールアニマル」

心を育てるうさぎの飼育

　靴箱を見ると靴のかかとがきれいにそろった光
景を見ることができます。これは、「東小生活ス
タンダード」による全校での共通実践によるもの
です。また、「あいさつ」も場面に合わせて、進ん
で気持ちよいあいさつができるように、発達段階
に応じて実践しています。廊下で出会うと、立ち
止まってあいさつをする姿も見られます。低・中
学年も高学年の姿を見て同じようにあいさつがで
きます。本校では学習、生活の二つのスタンダー
ドを地域や保護者も含め共通実践しています。

東小スタンダード

東小学校

　本校では、豊かな人間関係を育むことを目的
に、「共に生きる」という共通テーマで総合的な
学習の時間を実施しています。２年生では、鎌倉
においての校外学習で、班ごとにテーマを設定し、
現地で調査を行い、学習の成果としてまとめ発表
を行いました。発表会は、屋台村形式という方法
で行い、クイズや紙芝居、寸劇を取り入れました。
また、作成した資料の見せ方についても工夫をし
ました。
　生徒は、自分の興味・関心に応じて発表を選択
して考えながら聴いていました。校外学習では、
現地での調査やまとめ発表学習でさまざまな人々
と関わり、総合的な学習の時間のテーマについて
より深く学びました。

共に生きる

田無第四中学校

▲発表会の様子
▼

道具をきれいに洗ってます！

えさは食べやすいように細かくね。

　東京都言語能力向上推進校として、平成23年度
から全教科で検証授業を実施し、授業改善に取り
組み、また、「書評会」「ブック・トーク」「１
分間スピーチ」を、全学年で実施し生徒個々の発
表力・表現力の育成に力を注ぎました。
　さらに、個々の生徒が良い発表の確かなイメー
ジをもてるように古典落語の正統派である桂
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井ゆきえ先生など、
第一線で活躍されている方々をお招きし、質の高
い講演会を開催しました。
　まとめとして、昨年10月25日、東京大学教授酒
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嘉先生の記念講演とともに、本校の３年間の
研究成果を発表しました。

言語能力向上推進校
としての成果発表

保谷中学校

　本校では、言語活動充実の取組として、毎年
「校内弁論大会」と「本の読み聞かせ」を実施し
ています。
　弁論大会では、１年生は参加のみで、２・３年
生の代表が発表します。２・３年生は全員が総合
的な学習の時間や教科の学習等で学んできたこと
をもとに話す内容をまとめ、クラスでの発表を経
て、各クラスの代表が熱弁をふるいます。
　また、読み聞かせでは、朝の10分間を使い、全
教員で各クラスを分担し、生徒の前で本を音読す
ることで読書活動の推進を図っています。
　これらの活動を通じて、自分の考えをもち、表
現することの大切さを学ぶとともに、読書に親し
んでほしいと願っています。

言語活動の充実「校内弁論大会」
と「本の読み聞かせ」

柳沢中学校

本の読み聞かせ校内弁論大会

　本校では、言語能力向上のために読書活動の充
実に取り組んでいます。学級・学年で読書目標を
立て、教職員が日頃から児童図書に親しみ、読み
聞かせなどを通して児童に本との出会いの場を作
るほか、学校図書館専門員と連携し、調べ学習を
するときの資料の探し方など、学年に応じた指導
を行っています。年２回の読書旬間を位置付け、
多岐に渡る読書活動を行っています。
　中でも本校独自の取組が、リーディングバ
ディー（１年生と４年生、２年生と５年生、３年
生と６年生）で、上級生が下級生に読み聞かせを
する活動です。下級生のために上級生はお勧めの
本を選びます。１対１から１対４くらいの読み聞
かせで、本に対する集中力が増します。

碧山小の読書活動

碧山小学校

　本校では、平成25・26年度東京都人権尊重教育
推進校の指定を受け、「豊かな人権感覚をはぐく
み、人にやさしい教育環境の推進－認め合い、助
け合い、励まし合う集団作りを通して－」をテー
マに、昨年度までの、自尊感情や自己肯定感を高
める取組の研究を基盤として、各教科、道徳、特
別活動、総合的な学習の時間等すべての教育活動
において生徒の人権感覚を高めるための様々な取
組を行っています。平成25年度はパラリンピック
のメダリストを招いての講演も行い、生徒は本物
のメダルを間近で見ながら、障害のある人の生活
について理解を深め、相手の立場に立って考え、
人と自分を大切
にすることを学
んでいました。

人権教育の推進

本物の銀メダルと銅メダルに見入る生徒たち

田無第三中学校

　本校では、平成24・25年度文部科学省人権教育
研究指定校として、以下の視点から研究を進めて
きました。普遍的な視点としては各教科において
自分の良さに気付き、協力するような活動を取り
入れ、児童の考えを深めました。個別的な視点で
は、「子供」「高齢者」「障害者」の人権課題の
学習に取り組みました。学年・学級経営の視点で
は、なかよしペア活動や言葉遣いを考える活動を
通して人権感覚を育みました。家庭や地域との連
携では、あいさつ運動や読み聞かせ活動、地域行
事を通して人権感覚を高めました。昨年11月15日
には、研究指定校の発表会を実施し、全国から

200人を超える参加があ
りました。

「認め合い　励まし合い
　高め合う」人権教育

東伏見小学校

わくわくこどもまつり(地域との連携)

授業の様子

　ＳＰＰとは、独立行政法人科学技術振興機構に
よる、児童の理科に対する興味・関心と知的探究
心等を育成するとともに、進路意識の醸成および
科学技術人材の育成を目的とする事業です。平成
25年度、本校では、６年生が国立大学法人東京農
工大学大学院教授渡

わたなべ

辺敏
としゆき

行工学博士に「家にある
物を使って電池を作ろう」の講義および実験の指
導を受けました。発電や蓄電のメカニズムやキャ
パシター（充電放電が３秒以内でできる次世代型
電池）等の最先端のものづくりに触れたり、みか
んを使った蓄電池を作り、ＬＥＤを点灯させたり

と児童の知的探究
心を高揚させるプ
ログラムを体験す
ることができまし
た。

サイエンス・パートナーシップ・
プログラム（SPP）

本町小学校
みかんに電極を差し込み
発生する電圧を測定します

　平成25年度から２年間の「理数フロンティア
校」の指定を東京都から受けました。新しい学校
教育のあり方として、言語教育の充実があげられ
ていますが、理科と数学科の教育にも力を入れ、
基礎学力を定着させることがねらいの一つです。
　昨年11月６日には「言語活動を通した科学的な
思考力・表現力の向上を図る授業の工夫」をテー
マに、市内の理科の先生をお招きして研究授業を
行いました。また、授業を充実させるためのサイ
エンス・サポーターを導入し、特に実験中に起こ
りやすい生徒のつまずきの支援を行っています。

　「言語能力向
上推進校」とし
ての取組と併せ
て、理数教育の
充実も図ってい
きます。

理数フロンティア校
としての取組

理科の研究授業の様子
明保中学校

　平成25・26年度は「理数フロンティア校」東
京都指定校として、本校教員はもちろん、市内
若手教員にも呼びかけ、理科指導力向上のための
「夏季教員研修」を実施しました。理科部を中心
にすぐに授業に生かすことができる教材を豊富に
集め、全員が実際に実験器具等を扱いながら、授
業での留意点や児童の興味・関心を喚起するポイ
ント等を学ぶ画期的な研修となりました。また、
「理科を教えることがますます楽しみになりまし
た。」等の声もいただきました。校内では、「理
科好きの子は、理科好きの先生から」との思い
で、３年生から６年生で授業を公開。これからも
児童が生き生きと学べる「楽しい理科授業」を追究
していきます。

理科好きな児童の
育成を目指して

柳沢小学校

ルーペでせみの

▲

抜け殻を観察

▲安全めがねを
装着しての実験

スポーツ推進大使「ゆりーと」

西東京市マスコット
キャラクター
「いこいーな」
©シンエイ／西東京市

向台小学校




